
 

 

日時：平成２７年２月１０日（火）14:00～16:30 

場所：佐川町保健福祉センターかわせみ 

 

１ 議事等 

 

（１）地域アクションプランについて 

   １）仁淀川地域アクションプランの進捗状況等について 

・仁淀川地域の重点的な取り組みや、特筆すべき動きのあったアクションプ

ランについてピックアップして説明 

 

   ２）事例報告について 

   ・㈱村の駅ひだかと本川手箱きじ生産企業組合から、地域アクションプラン

の取組事例を報告 

 

３）平成 27年度に淀川地域アクションプラン（案）について 

  ・追加 1件、修正 15件を含む地域アクションプラン（案）について説明 

   ・案について了承された 

 

（２）産業振興計画の改定等について 

   １）高知家プロモーションについて説明 

   ２）平成 27年度移住促進策のバージョンアップについて説明 

   ３）平成 27年度観光振興部の取り組みについて説明 

  ４）第 2期産業振興計画（Ver.4）の改定のポイントについて説明 

 

２ 意見交換 

＜地域アクションプランについて＞ 

・㈱村の駅ひだかの事例報告に対して、オープン後の売上高と上位の品目はどうか。

また、村内のＪＡ産直市との関係はどうか。 

  →売上高は 12月が 1,500万円、1月が 1,200万円で、客数はそれぞれ 14,535人、

12,156人となっている。売り上げのトップ３は、12月では 1位トマト、次にダ

イコン、白菜の順となっている。１２月は花がよく売れるので、切り花がたくさ

ん売れた。ＪＡの大きな魅力は生魚を取り扱っていることで、それが一番の集客

の要因であり、ＪＡの強み。村の駅には、ＪＡのお客さんが来ているのではなく、

村外から直接村の駅に来てくださっているお客さんが大半である。 

 

・なぜ佐川町で林業だと思われる方も大勢いるかと思う。佐川町では平成 26 年度は

自伐型林業の地域おこし協力隊が５名来てくれて、最近、新聞やテレビ等でも「さ

かわ戦隊キコリンジャー」として紹介され、今売り出しをしている。５人すべて男

性なので、27年度は女性を募集と広く伝えたところ、来年度採用予定の 10名の地

域おこし協力隊員のうち３名が女性になった。そのうち２名は既に林業の勉強をし

たり取り組んでいる人で、戦力として期待している。 

 自伐型林業を長期にわたって進めていくうえで、林業に興味を持ってもらう人、

関わってもらう人を増やしていかなければという思いが強くあり、小学校５・６年
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生から中学校といった学校教育の中に林業や林業に絡めた木工製品のものづくり

を取り入れることとしている。具体的にはデジタル加工機の中のレーザーカッター

をメインとして、佐川の木材を加工したものづくりをしていきたい。既に佐川町内

のさくら福祉事業所でレーザーカッターを使ったものづくりをしており、こちらと

も連動して少人数でもできるものづくりを通じた町づくりを進めていきたい。子ど

もからお年寄りまで一緒になってデジタルの力を借りてものづくりを進めていく。

そういうまちづくりができればいいと思っている。今年４月頃には、木の加工品の

第１弾が発表できるんじゃないかと予定している。 

  

＜産業振興計画の改定等について＞ 

・高知県は移住希望先都道府県ランキングで平成 25 年は６位だったが、最新のラン

キングでは 10 位から消えていた。その原因が分かっていれば教えてほしい。２つ

目に、移住サポーターはボランティアだと思うが、例えば成果主義みたいなことが

考えられないか。３つ目に、新しい試みとして高知市周辺部のお試し滞在を促進す

るとのこと。都市部から来た人がいきなり中山間地へというのは厳しいと以前から

聞いてはいるが、逆に仁淀川地域は高知市に近く利便性が結構いいと思っており、

その辺のバランスをどう考えているか。 

→移住希望先ランキングが 10 位以内に入っておらず大変残念に思っている。要因

の分析は現時点でできていないが、他県でも移住促進に力を入れており、セミ

ナーの開催回数やＰＲといった取り組みの比較によるものではないかと思う。高

知県としてもさらにＰＲを続けていき、移住希望地になるよう努力をしていきた

い。 

→サポーターの活動は今のところボランティアでお願いしており、活動の実費は 

移住促進対策でも少し手当をしている。成果主義の件は、また検討材料にさせ

ていただきたい。 

→お試し滞在のバランスについては、移住希望者のニーズを聞いてそれに合うもの

を案内するというのが基本である。その中で、地域が決まってないけれども漠

然と高知での暮らしに興味がある方には、まずは高知市で高知県の実情を知っ

ていただいたうえで、田舎暮らしの提案もさせていただくなど、移住を希望さ

れる方のニーズに対応しながらやっていきたい。 

 

 

■お問い合わせ先 

 高知県産業振興推進部計画推進課（地域産業担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 

 

 


